
は
じ
め
に

本
論
は
「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

過
日
天
津
博
物
館
で
新
石
器
時
代
の
「
稷
」
字
と
解
説
さ
れ
た
写
真
を
見
た
。

穀
物
の
苗
が
生
え
揃
い
、
そ
の
上
に
丸
い
人
間
の
顔
の
よ
う
な
図
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
図
に
「供
稷
僑
字
先
秦
大
篆
写
作
供

僑、
由
供
禾
、
田
、
人
僑
組
成
、

稷
神
圖
是
其
形
象
化
。（
新
石
器
時
代
）」
と
説
明
が
あ
り
、
新
石
器
時
代
の
「
江

蘇
連
雲
港
将
軍
崖
岩
画
稷
神
圖
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
こ
の
絵
か
ら

受
け
取
れ
る
印
象
は
穀
物
神
で
あ
っ
て
そ
の
時
代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
信
仰
の
あ

り
方
が
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
「
稷
」
字
は
後
世
に
で
き
た
文
字
で
、「
稷
」
字
を

も
っ
て
こ
の
図
を
「
稷
」
と
断
定
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

と
同
じ
よ
う
な
考
え
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
甲
骨
文
字
に
「
稷
」
字
を
認
め
る
文
字

学
者
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
文
字
の
成
立
根
拠
を
調
べ
る
と
、
従
来
文
字

学
者
に
よ
り
甲
骨
文
字
に
あ
り
と
さ
れ
た
「
稷
」
字
や
『
説
文
』
七
上
で
「
稷
、

巵
也
」
と
さ
れ
た
「
巵
」
字
及
び
「
秶
」
字
に
つ
い
て
も
そ
の
論
拠
が
乏
し
く
、

「
稷
」
や
「
巵
」、「
秶
」
に
該
当
す
る
甲
骨
文
字
は
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１
）

（
２
）

従
来
穀
物
と
し
て
の
稷
の
正
体
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
論
が
か

な
り
古
い
時
代
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
稷
」
字
の
成
立
に
つ
い
て
書
か
れ
た

著
書
や
論
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
稷
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
古
来
よ
り

后
稷
の
伝
承
が
考
証
学
の
対
象
と
し
て
、
ま
た
穀
名
と
し
て
の
「
稷
」
は
農
学
者

中
心
に
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

本
論
は
①
に
殷
代
と
周
代
の
穀
物
祭
祀
の
相
違
か
ら
、
②
に
后
稷
や
五
穀
之
長

の
伝
承
と
周
の
稷
祭
祀
の
意
義
か
ら
、
③
に
古
代
の
「
稷
」「
禾
」「
粱
」
の
考
察

か
ら
、「
稷
」
祭
祀
の
意
味
や
現
実
の
穀
物
で
も
あ
る
稷
の
多
様
な
義
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
后
稷
の
伝
承
や
五
穀
之
長
た
る
「
稷
」
の
意
味
を
読

み
解
く
過
程
の
中
で
、
周
代
に
創
作
さ
れ
た
「
稷
」
の
信
仰
の
全
容
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
穀
物
と
し
て
の
「
稷
」
は
「
禾
」（
ア
ワ
）
を
意
味
す
る
こ
と

に
つ
い
て
言
及
す
る
。
そ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
「
稷
」
字
は
周
代
の
社
稷
の
祭

祀
が
開
始
さ
れ
た
際
に
造
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
証
す
る
。
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１
「
稷
」「

」「

」
に
従
来
当
て
ら
れ
た
甲
骨
文
字
に
つ

い
て

甲
骨
文
字
「

」（
五
期

前
二
・
三
二
・
五
）
に
つ
い
て
、
陳
邦
懐
は
「
此
字

从
禾
从
兄
、
當
是
説
文
解
字
稷
之
古
文
」
と
し
、
李
孝
定
は
「
契
文
作

、
陳
氏

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

釋
稷
可
从
。
…
…
許
君
謂
旡
爲
畟
省
亦
不
誤
…
…
字
在
卜
辞
爲
地
名
」
と
し
、
い

ず
れ
も
こ
の
字
を
「
稷
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
島
邦
男
は
こ
の
字
を
単
に
地
名
と

し
「
稷
」
と
は
と
ら
な
い
。
よ
く
似
た
字
に
「

」（
三
期

甲
一
五
七
七
）「

」

（
三
期

存
一
・
一
七
六
七
）
が
あ
る
が
義
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

徐
中
舒
は
「

」
に
つ
い
て
「
從
禾
從

、

爲

祝
字
所
從
、
後
譌
爲
衲
、

故
《
説
文
》
稷
之
古
文
作

」
と
述
べ
、
こ
の
字
を
「
稷
」
と
解
す
る
。「

」
の

「

」
は
祝
字
「

」
の
「

」
と
同
字
で
あ
る
。
陳
夢
家
は
「
祝
」
に
つ
い
て

「
説
文
供
祝
、
祭
主
贊
誌
者
、
从
示
从
口；

一
曰
从
兌
省
、
易
曰
兌
爲
口
爲
巫
僑。

軸
雫

宍
宍

宍
軸

雫
宍

甲
文
蒄
象
人
仰
首
開
口
呼
求
状
、
兌
从
兄
口
上
吐
氣
、
與
祝
同
意
、
故
説
文
一
曰

軸
雫

宍
宍

宍

之
説
不
誤
」
と
述
べ
て
い
る
。「
象
人
仰
首
開
口
呼
求
状
」
は
「
祝
」
の
動
作
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。

「
鬼
」
の
甲
骨
文
「
衫
」（
前
四
・
八
・
六
）
字
に
つ
い
て
、「
こ
の
『
衫
』
の
用

例
を
見
る
と
、
亩
王
衫
と
あ
り
、
仝
七
片
に
亩
王
蠎
と
用
例
を
同
じ
く
す
る
（
仝

八
片
に
も
王
蠎
の
語
が
見
え
る
。）
こ
の
「
蠎
」
が
「
祝
」
字
な
る
こ
と
は
明
瞭
で

あ
る
。
よ
っ
て
葉
玉
林
は
両
字
を
と
も
に
祝
と
見
、
鬼
に
従
う
の
は
そ
の
変
體
で

あ
る
と
し
て
…
…
」
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
徐
中
舒
に
よ
る
と
「
衲
」「

」「

」

は
同
意
で
あ
る
か
ら
「

」
も
ま
た
「
鬼
」
字
と
同
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
「

」
は
「
稷
」
字
と
解
釈
さ
れ
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
む
し
ろ
こ
の

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

字
は
「
物
」
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
字
は
字
形
か
ら
み
れ
ば
、
穀

物
祭
祀
を
表
わ
す
字
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
穀
物
祭
祀
は
す
べ
て

「
稷
」
を
も
っ
て
言
い
表
す
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
（
こ
の
こ
と
は
本
論

「
４
「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
」
で
詳
述
す
る
）。
そ
れ
故
単
に

字
形
の
み
で
稷
と
解
釈
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。「

」
の
用
例
を

見
る
と
「
戊
午
卜
貞
王
田
于

」（
前
二
・
三
二
・
五
）
と
な
っ
て
お
り
、「

」

は
地
名
で
あ
る
。
殷
の
時
代
に
稷
の
祭
祀
が
あ
る
な
ら
そ
の
用
例
が
あ
っ
て
然
る

べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
穀
物
と
し
て
の
稷
で
あ
る
な
ら
ば
「
受
○
年
」（
○
に
は
穀

名
が
入
る
）
の
用
例
に
「

」
が
入
る
も
の
が
多
数
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
そ
の
用
例
に
適
う
「

」
字
は
な
く
、「
稷
」
と
断
定
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
論
拠
か
ら
筆
者
は
こ
の
字
は
「
稷
」
字

で
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
穀
物
神
と
し
て
の
「
稷
」
字
も
穀
物
と
し
て
の
「
稷
」

字
も
殷
代
に
お
い
て
は
そ
の
存
在
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
『
説
文
』
七
上
で
「
稷
、
巵
也
」
と
さ
れ
る
「
巵
」
に
当
て
ら
れ
た
甲
骨

文
字
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
説
文
』
七
上
の
「
巵
」
は
「
巵
、
稷
也
」
と
あ
り
、

互
訓
に
な
っ
て
い
る
。

「
齊
」
は
于
省
吾
に
よ
り
甲
骨
文
「
爽
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
于
省
吾
は

「
巵
」
の
甲
骨
文
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
巵
即
稷
字
的
初
文
、
今

稱
穀
子
、
去
皮
為
小
米
。
第
一
至
三
期
甲
骨
文
的
巵
字
均
从
禾
从
三
點
、
作

、

、

等
形
、
間
有
从
四
至
六
點
者
、
如

、

、

等
形
。
從
第
三
期
開
始
、

點
変
為
雙
鉤
、
作

、

形
。
…
…
齊
字
在
甲
骨
文
與
早
期
金
文
通
作
腿
、
甲
骨

文
也
作

。
齊
婦
鬲
作

、
齊
父
乙
壺
作

（
器
）、

（
蓋
）。
在
古
文
字
中
、

雙
鉤
與
填
實
是
相
同
的
。
…
…
以
上
所
列

諸
形
、
雖
然
畧
有
変
化
、
而
都
是

（

）
１０

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

一
八



从
禾
从
齊
、
即
巵
字
的
初
文
、
是
没
有
疑
問
的
」
と
し
、
甲
骨
文
字

、

を

「
巵
」
に
当
て
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
齊
」
の
「
爽
」
と
「

」
の
「
奏
」
が

同
じ
も
の
と
す
る
発
想
に
は
無
理
が
あ
り
、「
奏
」
は
穀
物
の
實
の
形
象
か
、
も
し

く
は
水
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。
ち
な
み
に
商
承
祚
、
孫
海
波
は
「

」
を
「
粟
」

と
み
な
す
。
筆
者
も
ま
た
「
奏
」
を
穀
物
の
實
の
形
象
と
し
、「
粟
」
で
あ
る
と
考

え
る
。
し
た
が
っ
て
「
巵
」
字
も
「
稷
」
字
と
同
様
に
甲
骨
文
字
の
存
在
が
立
証

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

陳
夢
家
は
「
秶
」
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
甲
骨
文
字

「
鷹
」
を
「

」
と
し
、「

字
從
田
從
奏
、
疑
是
説
文
供

僑
稲
也
、
或
體
作
粢
。

軸
雫

宍
宍

宍

爾
雅
釋
草
供
粢
稷
僑
注
供
今
江
東
呼
粟
爲
粢
僑」
と
釋
草
の
注
釈
を
引
き
、「

」

軸
雫

宍
宍

宍
宍

宍
宍

宍
宍

軸
雫

宍
宍

宍

を
「
秶
」
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
が
成
立
す
る
な
ら
ば
「
稷
」
と
同
意
の

「
秶
」
字
「
鷹
」
が
殷
代
に
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
陳
夢
家
の
解

釈
は
「
鷹
」
を
「

」
と
す
る
の
も
「

」
を
「

」
と
す
る
の
も
恣
意
的
で
、

「
鷹
」
が
「
秶
」
と
す
る
に
は
か
な
り
の
飛
躍
が
見
ら
れ
、
不
自
然
で
あ
り
容
認

し
が
た
い
。

以
上
、
中
国
文
字
学
者
の
甲
骨
文
字
の
「
稷
」、「
巵
」、「
秶
」
に
つ
い
て
見
て

き
た
が
、
い
ず
れ
も
か
な
り
恣
意
的
な
類
推
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

現
状
で
は
殷
代
に
お
い
て
は
「
稷
」「
巵
」「
秶
」
の
文
字
の
存
在
が
な
ん
ら
立
証

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

２

殷
代
の
穀
物
祭
祀
と
ア
ワ
・
キ
ビ
類
の
小
粒
穀
物
の
記

述
に
つ
い
て

殷
代
の
土
地
・
穀
物
の
祭
祀
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（

）
１１

（

）
１２

（

）
１３

（

）
１４

「
仗
凶
叟
効
」『
東
土
受
年
』（
合
集
九
三
三
五
）、「
來
凶
叟
効
」『
西
土
受
年
』

（
合
集
九
七
四
一
）、「
艤
凶
叟
効
」『
北
土
受
年
』（
合
集
九
七
四
五
）、「
姪
凶
叟

効
」『
南
土
受
年
』（
合
集
九
七
三
八
）
で
あ
る
。「
受
年
」（
年
を
受
け
る
）
は
穀

み
の
り

物
の
豊
穣
祈
願
を
意
味
し
、「
凶
」（
土
）
は
社
（
土
地
神
）
へ
の
祭
祀
を
意
味
す

る
。「
凶
」
に
「
悸
清
凶
觜
」『
于
亳
社
御
』（
合
集
三
二
六
七
五
）
の
例
が
あ
り
、

徐
中
舒
は
「
凶
」
を
「
讀
為
社
、
乃
土
地
之
神
。
邦
社
即
祭
法
之
國
社
王
國
維
説
」

と
す
る
。
白
川
静
は
「
殷
の
王
畿
は
ま
た
東
土
・
西
土
な
ど
四
方
の
土
に
区
別
さ

れ
、
そ
こ
で
受
年
（
豊
作
）
な
ど
を
卜
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
土
は
社
を

中
心
と
す
る
経
営
地
と
し
て
、
王
室
の
直
轄
に
属
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
周
代
の
社
稷
の
前
段
階
的
な
祭
祀
と
考
え
ら
れ
る
。

「
畯
」
は
甲
骨
文
「
只
」
で
『
説
文
』
一
三
下
に
「
農
夫
也
」
と
あ
り
、『
周
禮
』

春
官
籥
章
に
「
凡
國
祈
年
于
田
祖
、
龡
豳
雅
、
撃
土
鼓
、
以
樂
田
畯
」
と
あ
り
、

鄭
司
農
の
注
に
「
田
畯
、
古
之
先
教
田
者
」
と
あ
る
。「
畯
」
は
田
と
人
形
よ
り
な

ひ
と
が
た

る
文
字
で
、
こ
の
文
字
が
殷
代
に
存
し
た
こ
と
は
殷
代
に
民
間
の
田
神
祭
祀
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
説
文
』
五
下
に
「
畟
」
が
あ
り
、「
治
稼
畟
畟
進
也
、

從
田
人
從
夂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
段
注
に
は
「
田
人
者
、
農
也
」
と
あ
り
、
田

神
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
夋
」
は
『
説
文
』
五
下
に
「
行
夋
夋
也
、
一
曰
倨
也
」

と
あ
り
、「
一
に
曰
く
倨
る
な
り
」
は
神
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
白
川
静
は
「
夋
は

お
ご

耜
の
神
像
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
「
畯
」「
畟
」「
夋
」
は

と
も
に
、
殷
か
ら
周
に
わ
た
る
民
間
の
田
神
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
「
謖
」
は
『
詩
經
』
小
雅
楚
茨
に
「
神
具
酔
止
、
皇
尸
載
起
」
と
あ
り
、
鄭
箋

に
「
神
醉
而
尸
謖
」
と
あ
る
。「
尸
」
は
『
説
文
』
八
上
に
「
陳
也
、
象
臥
之
形
」

と
あ
り
、
死
体
の
象
で
あ
り
、
段
注
に
「
祭
祀
之
尸
本
象
神
而
陳
之
」
と
さ
れ
て

（

）
１５

（

）
１６

（

）
１７
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い
る
。
こ
こ
に
「
尸
」
と
「
畟
」
の
意
味
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
。
田
神
は
も
と

も
と
祖
先
の
農
業
振
興
に
対
す
る
信
仰
に
根
ざ
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
殷
代
の
小
粒
穀
物
で
あ
る
ア
ワ
・
キ
ビ
類
の
甲
骨
文
字
に
つ
い
て
記
述
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
頻
出
す
る
の
は
禾
「
後
」（
一
期
甲
一
九
一
）
で
あ
ろ
う
。「
禾
」
に
つ
い

て
、
于
省
吾
は
「
卜
辞
所
説
的
禾
是
廣
義
的
、
因
為
卜
辞
的
巵
就
是
穀
子
、
而
且

卜
辞
凡
言
供
受
某
年
僑
者
、
受
與
年
中
間
的
名
詞
、
一
定
是
穀
類
的
專
名
、
如
供
受

黍
年
僑供
受

年
僑供
受
巵
年
僑供
受

年
僑
是
其
例
證
、
可
是
决
没
有
一
個
例
外
説

供
受
禾
年
僑
者
」、
す
な
わ
ち
「
受
禾
年
」
の
例
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
殷
代

の
「
禾
」
は
「
廣
義
的
」
す
な
わ
ち
穀
物
全
般
の
意
味
し
か
有
さ
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
于
省
吾
の
見
解
に
は
疑
問
が
あ
る
。
陳
夢
家
は
「
卜
辞

之
年
、
禾
亦
有
廣
狹
兩
義
：
凡
單
稱
的
如
供
受
年
僑供
受
禾
僑供
年
有
足
雨
僑供
禾
有

及
雨
僑、
都
指
穀
子；

凡
稱
供
黍
年
僑供
秬
年
僑
之
年
則
泛
稱
穀
類
。
卜
辞
所
卜
之

年
、
禾
有
許
多
當
是
卜
穀
子
」
と
し
、
殷
代
の
「
禾
」
に
は
広
義
の
穀
物
全
般
と

狭
義
の
「
禾
」
す
な
わ
ち
ア
ワ
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
甲
骨
文
字
「
巳
卜
、
王
、

貞
受
御
年
」（
一
期

合
集
一
〇
〇
三
〇
）
の
一
例
が
あ
り
、
彭
邦
炯
は
「
受
禾

年
」
と
判
断
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
我
们
选
这
片
甲
骨
刻
辞
言
供
受
禾
年
僑
确
是

千
真
万
确
的
前
所
未
见
的
一
例
。
我
们
按
卜
辞
供
受
某
年
僑
者
、
某
一
定
是
作
物

专
名
之
例
、
则
此
禾
当
也
是
一
种
作
物
专
名
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
図
３

で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
文
字
が
「
禾
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
た
だ
ち
に
判

別
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
そ
れ
が
「
禾
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
当
時
常

食
と
さ
れ
て
い
た
「
禾
」
の
卜
い
が
な
ぜ
こ
の
一
例
し
か
な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
例
に
つ
い
て
筆
者
は
未
解
決
と
し
て
保
留
し
て
お
く
。

（

）
１８

（

）
１９

（

）
２０

（

）
２１

次
に
粟
「

」（
三
期

佚
五
六
三
）
で
あ
る
。
甲
骨
文
に
「
受
粟
年
。
三
月
」

（
方
法
歛
：『
庫
方
二
氏
藏
甲
骨
卜
辞
』
一
〇
二
九
）、「
癸
亥
卜
、
争
貞
：
我
粟
受

溲
『
小
屯
・
殷
墟
文
字
乙
篇
』
七
七
五
〇
）
と
あ
り
、
穀
物
種
の
ア
ワ
を
指
す
。

「
粟
」
の
甲
骨
文
の
「

」
の
形
象
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
「
粟
」（
疵
）
は
『
説

文
』
七
上
に
「
嘉
穀
實
也
」
と
述
べ
ら
れ
る
實
の
部
分
を
言
う
の
で
は
な
く
穀
物

全
体
の
形
象
で
あ
る
か
ら
、
一
種
の
穀
物
種
を
表
す
文
字
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
さ
き
ほ
ど
于
省
吾
が
甲
骨
文
に
例
が
な
い
と
し
た
「
受
禾

年
」
は
、「
粟
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
「
受
粟
年
」
と
し
て
表
現
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
甲
骨
文
に
「
甲
午
登
粟
、
高
且
（
祖
）
乙
？
」（
郭
沫
若
：

『
殷
契
粹
編
』
一
六
六
）、「
癸
未
卜
：
其
瓏
登
粟
于
芍
甲
？
」（
胡
厚
宣
：『
戰
後

京
津
新
穫
甲
骨
集
』
四
〇
二
五
）
に
見
ら
れ
る
「
登
粟
」
か
ら
粟
の
祭
祀
が
伺
わ

れ
る
。「
登
粟
」
は
「
卜
辞
之
供
登
粟
僑、
当
即
粟
登
荐
于
祖
先
、
為
殷
人
登
嘗
之

礼
」
と
解
釈
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
黍
「
（
一
期

前
四
・
四
〇
・
一
）
で
あ
る
。「
甲
慴
卜
、
殻
貞
、
我
受

黍
年
」（
續
二
・
二
九
・
三
簠
歳
一
六
）
に
お
け
る
「
黍
」
で
あ
る
。
甲
骨
文
に

「
壬
寅
卜
賓
貞
：
王
往
以
衆
黍
于
冏
」（
前
五
・
二
〇
・
二
）「
壬
辰
貞
：
在
冏

来
告
艿
、
王
其
黍
」「
庚
辰
卜
賓
貞
：
叀
王
象
（
字
不
識
、
象
摘
取
穀
物
之
實
）
南

冏
黍
。
十
月
」（
合
九
五
四
七
）
と
あ
り
、
殷
代
に
お
い
て
黍
の
収
穫
が
王
の
重
要

関
心
事
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
卜
辞
説
供
黍
年
溲
足
雨
、
王
飲
兦

僑、
是

説
黍
有
了
好
雨
、
王
可
以
飲
暢
無
忌
了
、
可
見
它
是
醸
酒
用
的
」
と
説
明
さ
れ
、

黍
が
酒
の
原
料
と
し
て
散
見
で
き
、
恐
ら
く
は
祭
祀
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

と
推
察
さ
れ
る
。
殷
代
で
は
ま
だ
穀
物
の
分
類
が
大
ま
か
で
ア
ワ
類
が
禾
や
粟
で

表
さ
れ
、
キ
ビ
類
が
黍
で
表
さ
れ
る
。
ま
た
ア
ワ
類
と
キ
ビ
類
が
と
も
に
殷
代
の

（

）
２２

（

）
２３

（

）
２４

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

二
〇



祭
祀
に
供
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

３
「
稷
」
の
義
に
つ
い
て

３
─
１

后
稷
の
伝
承
に
つ
い
て

后
稷
に
つ
い
て
の
早
い
記
述
は
『
詩
經
』
大
雅
生
民
什
に
見
ら
れ
る
。「
蕨
初

生
民
、
時
維
姜
嫄
、
生
民
如
何
、
克
禋
克
祀
、
以
弗
無
子
、
履
帝
武
敏
歆
、
攸
介

攸
止
、
載
震
載
夙
、
載
生
載
育
、
時
維
后
稷
…
…
誕
后
稷
之
穡
、
有
相
之
道
、
茀

蕨
豊
草
、
種
之
黄
茂
、
實
方
實
苞
、
實
種
實
褎
、
實
發
實
秀
、
實
堅
實
好
、
實
頴

實
粟
、
即
有
邰
家
室
…
…
」
と
あ
り
、
后
稷
の
誕
生
神
話
や
そ
の
後
の
農
業
へ
の

功
を
述
べ
て
い
る
。『
史
記
』
に
よ
り
周
王
朝
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
と
、
后
稷
、

后
稷
か
ら
数
え
て
四
代
目
と
さ
れ
る
公
劉
、
そ
れ
か
ら
豳
か
ら
岐
山
の
ふ
も
と
に

移
住
し
て
き
た
十
二
代
目
古
公
亶
父
が
特
出
の
記
事
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
古

公
亶
父
よ
り
神
話
か
ら
現
実
味
を
帯
び
た
歴
史
の
記
述
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
谷

口
義
介
に
よ
る
と
「
一
九
七
七
年
、
岐
山
縣
鳳
雛
村
か
ら
出
土
し
た
甲
骨
文
に
よ

る
と
、
文
王
の
と
き
、
周
で
は
殷
王
朝
の
始
祖
た
る
湯
を
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
あ

と
文
王
は
岐
邑
か
ら
豊
京
に
南
下
し
、
武
王
も
い
っ
そ
う
東
方
へ
の
意
欲
を
あ
ら

わ
に
す
る
が
、
殷
王
朝
に
對
抗
し
て
み
ず
か
ら
の
國
家
神
話
を
構
成
し
、
そ
の
始

祖
と
し
て
后
稷
を
加
上
し
た
の
は
、
文
王
・
武
王
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
」
と
言
う
。
陝
西
省
岐
山
鳳
雛
村
か
ら
一
九
七
七
年
に
発
見
さ
れ
た
周
地
の

H
11.1

甲
骨
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
片
（

）「
癸
子
（
巳
）、
彝
文
武
帝
乙

宗
。
貞
：
王
其

祭
成
唐
…
…
」
と
あ
る
。
論
文
「
陝
西
岐
山
鳳
雛
村
発
現
周
初

甲
骨
文
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
「
文
武
帝
乙
」
は
「
即
帝
乙
、
紂
辛
之
父
」
で
あ
り
、

「
成
唐
」
は
「
即
成
湯
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
周
人
祭
祀
商
人
的
祖
先
、
説

（

）
２５

（

）
２６

（

）
２７

明
武
王
滅
商
前
周
為
商
的
附
属
国
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
も
殷
代
に

周
の
地
で
殷
の
始
祖
が
祭
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
高
島
敏
夫
に

よ
る
と
こ
の
事
情
に
つ
い
て
「
殷
が
異
族
を
支
配
す
る
場
合
、
軍
事
力
な
ど
に
よ

る
政
治
的
な
支
配
形
態
を
と
る
の
で
は
な
く
、
殷
王
朝
の
祭
祀
を
受
け
入
れ
さ
せ

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
宗
教
的
に
支
配
す
る
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配
形
態
は
、
次
の
西
周
王
朝
が
氏
族
た
ち
を
周

の
官
職
に
任
命
す
る
と
い
う
形
で
政
治
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
構
築
し
よ
う
と
し
た

支
配
形
態
と
は
根
本
的
に
發
想
を
異
に
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
高
島
敏

夫
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。「
両
者
（
筆
者
注
：
殷
勢
力
と
西
周
勢
力
）

は
恐
ら
く
軍
事
的
な
對
立
の
様
相
を
強
め
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
宗
教
的
な

關
係
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
西
周
王
朝
は
殷
王
朝
の
祭
祀
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
殷
王
朝
と
の
間
に
宗
教
的
君
臣
関
係
を
保
っ
て
い
て
、
殷
王
朝
の
宗
教
的
優
位

は
続
い
て
い
た
」
す
な
わ
ち
宗
主
国
殷
と
属
国
周
の
勢
力
関
係
が
微
妙
に
な
っ
た

時
期
に
お
け
る
周
内
部
の
祭
祀
の
事
情
と
思
わ
れ
る
。
周
の
興
隆
は
古
公
亶
父
・

季
歴
・
文
王
・
武
王
の
時
期
に
顕
著
で
、
古
公
亶
父
・
文
王
の
妻
や
呂
尚
（
太
公

望
）
な
ど
姜
族
と
の
関
係
が
密
で
、
こ
れ
ら
が
后
稷
の
母
姜
嫄
の
名
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
周
に
お
け
る
后
稷
祭
祀
の
開

始
は
お
そ
ら
く
周
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
後
、
す
な
わ
ち
武
王
か
ら
周
公
の
頃
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
九
年
に
「
共
工
氏
有
子
曰
句
龍
爲
后
土
此
其
二
祀

也
、
后
土
爲
社
、
稷
田
正
也
。
有
烈
山
氏
之
子
曰
柱
爲
稷
。
自
夏
以
上
祀
之
。
周

棄
亦
爲
稷
、
自
商
以
来
祀
之
」
と
あ
る
。『
国
語
』
魯
語
上
に
「
昔
烈
山
氏
之
有
天

下
也
。
其
子
曰
柱
。
能
殖
百
穀
百
蔬
」
と
あ
る
。
柱
は
穀
物
の
普
及
に
功
績
が
あ

（

）
２８

（

）
２９

（

）
３０

（

）
３１
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っ
た
の
で
穀
物
神
の
稷
と
な
り
、
周
の
始
祖
で
あ
る
后
稷
も
ま
た
稷
と
し
て
祀
ら

れ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。「
周
棄
亦
爲
稷
、
自
商
以
来
祀
之
」
は
岐
山
縣
鳳
雛

村
出
土
の
甲
骨
文
よ
り
見
て
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
（
こ
の
こ
と
は
「
４

稷
字
の

成
立
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
」
で
詳
述
す
る
）。
こ
れ
は
周
代
に
お
い
て
創
作
さ

れ
た
、
后
稷
の
出
自
を
美
化
す
る
拡
張
神
話
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
上
記
の
殷
の
歴
史
は
周
代
以
後
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
勝
国
が
美

化
さ
れ
敗
戦
国
が
卑
下
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
出
自
を
対
等
に
す
る
こ
と
に
よ
り

建
国
の
正
当
性
を
述
べ
る
こ
と
は
歴
史
上
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
后
稷
の
母
が
帝

嚳
の
正
妃
で
、
契
の
母
簡
狄
が
帝
嚳
の
次
妃
で
あ
る
と
し
、
殷
の
始
祖
契
に
対
し

て
周
の
始
祖
后
稷
の
出
自
を
上
位
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に

「
后
稷
教
民
稼
穡
、
樹
藝
五
穀
。
五
穀
熟
而
民
人
育
。
人
之
有
道
也
、
飽
食
暖
衣
、

逸
居
而
無
教
、
則
於
禽
獣
。
聖
人
有
憂
之
、
使
契
爲
司
徒
、
教
以
人
倫
、
父
子
有

親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
」
と
あ
る
よ
う
に
后
稷
と

契
を
対
等
に
見
な
し
て
い
る
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。

殷
代
の
土
地
・
穀
物
祭
祀
を
継
承
し
、
周
代
に
后
稷
の
祖
先
祭
祀
を
加
え
た
社

稷
が
成
立
し
た
。「
社
」
は
『
説
文
』
一
上
に
「
社
、
地
主
也
」
と
あ
り
、
土
地
神

で
あ
る
。『
禮
記
』
祭
法
に
「
王
爲
群
立
曰
大
社
、
王
自
爲
立
社
曰
王
社
、
諸
侯
爲

百
姓
立
社
曰
国
社
、
大
夫
以
下
成
群
立
社
曰
置
社
」
と
あ
り
、
王
か
ら
諸
侯
や
大

夫
等
の
各
階
級
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
社
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
后
稷
が
穀
物
神
と
し
て
社
と
併
せ
て
祭
祀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
棄

す
な
わ
ち
后
稷
に
は
「
貽
我
来
牟
」（『
詩
經
』
周
頌
思
文
）
や
「
稷
降
播
種
、
農

殖
嘉
穀
」（『
尚
書
』
呂
刑
）、
ま
た
『
説
文
』
七
上
の
「
稷
」
に
「
五
穀
之
長
」
と

あ
る
よ
う
に
、
嘉
穀
を
天
か
ら
地
上
に
降
ろ
し
た
穀
神
、
ま
た
地
上
に
お
け
る
五

穀
の
代
表
的
穀
物
名
の
意
味
が
あ
る
。
周
の
祖
先
は
穀
物
の
播
種
や
育
成
に
力
を

注
い
だ
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
を
祖
先
の
后
稷
に
託
し
て
民
族
の
伝
承
と
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

３
─
２
「
五
穀
之
長
」
に
み
ら
れ
る
「
稷
」
の
義
に
つ
い
て

①
「
五
穀
之
長
」
の
伝
承

「
今
孝
經
説
、
稷
者
五
穀
之
長
、
穀
衆
多
、
不
可
徧
敬
、
故
立
稷
而
祭
之
」
と
あ

り
、
ま
た
同
じ
陳
寿
祺
の
疏
に
「
社
者
、
五
土
之
揔
神
。
稷
者
、
原
隰
之
神
。
五

穀
、
稷
爲
長
、
五
穀
不
可
徧
敬
、
故
立
稷
以
表
名
」
と
あ
る
。
五
行
説
に
則
り
、

五
土
に
対
す
る
五
穀
を
据
え
る
。
稷
は
天
な
る
世
界
の
穀
物
神
で
は
あ
る
が
、
地

上
に
も
「
五
穀
之
長
」
と
し
て
顔
を
出
す
。
こ
の
天
地
の
事
象
を
ど
の
よ
う
に
結

び
つ
け
る
か
に
つ
い
て
、
周
の
王
室
は
熟
慮
を
重
ね
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
時
代

に
お
い
て
は
神
と
人
間
の
世
界
は
直
接
に
関
わ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
に
神
人
交
流
の
祭
祀
が
生
じ
る
。「
原
隰
」
に
つ
い
て
は
白
川
静

が
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。「
倩
は
顯
（
顕
）
の
初
文
。
…
…
神
梯
の
前
で

神
霊
を
迎
え
る
こ
と
を
隰
と
い
い
、
湿
原
の
地
で
神
を
迎
え
る
こ
と
を
濕
（
湿
）

と
い
う
。
…
…
原
（
誅
）
も
畋
猟
の
地
と
し
て
牲
を
供
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

合
わ
せ
て
原
濕
と
い
う
。
…
…
湿
地
は
聖
地
と
さ
れ
、
そ
こ
に
隰
を
設
け
て
祀
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
古
儀
は
早
く
亡
び
、
い
ま
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
す
な
わ
ち
「
稷
」
は
原
濕
を
も
っ
て
天
な
る
穀
物
神
か
ら
現
実
世
界

の
「
五
穀
之
長
」
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
潜
在
的
世
界
の

「
稷
」
が
顕
在
的
世
界
の
「
稷
」
と
し
て
そ
の
姿
を
現
す
わ
け
で
あ
る
。『
詩
經
』

小
雅
信
南
山
に
「
畇
畇
原
隰
、
曾
孫
田
之
」
や
『
詩
經
』
大
雅
公
劉
に
「
觀
其
流

（

）
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と
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て
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泉
、
其
軍
三
單
。
度
其
隰
原
、
徹
田
為
糧
」
と
あ
る
の
か
ら
見
れ
ば
、
信
南
山
や

公
劉
が
住
ん
だ
豳
の
地
に
水
利
に
適
し
た
自
然
の
原
濕
が
あ
り
、
そ
の
原
濕
に
お

い
て
穀
物
が
自
生
し
あ
る
い
は
栽
培
さ
れ
た
こ
と
が
原
濕
か
ら
生
じ
た
五
穀
之
長

た
る
稷
説
話
の
原
体
験
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
「
首
種
」
に
見
る
「
稷
」
と
「
禾
」

穀
物
神
「
稷
」
が
現
実
世
界
に
降
り
て
き
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
こ
の
世
に
お

い
て
他
の
穀
物
と
な
ん
ら
か
の
差
別
化
さ
れ
た
穀
物
を
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
稷
は
周
代
に
お
い
て
誰
に
で
も
自
明
な
穀

物
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
中
で
も
他
の
穀
物
に
勝
る
何
ら
か
の
長
所
を
も
っ
て
代
表

さ
れ
る
穀
物
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
稷
」
に
つ
い
て
、「
首
種
」
す
な
わ
ち
春
に
な
っ
て
最
初
に
播
種
を
行
な
う
穀

物
の
意
を
も
っ
て
「
五
穀
之
長
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
。『
禮
記
』
月
令
に
「
孟
春

行
夏
令
…
…
行
秋
令
…
…
行
冬
令
…
…
首
種
不
入
」
と
あ
る
。
こ
の
「
首
種
」
に

鄭
玄
は
「
旧
説
首
種
謂
稷
」
と
注
し
、
孔
頴
達
の
疏
に
「
百
穀
之
内
稷
先
種
、
故

云
首
種
」
と
あ
り
、「
首
種
」
に
稷
を
当
て
る
。
清
の
程
瑶
田
（『
九
穀
考
』）
は

「
今
以
北
方
諸
穀
播
種
先
後
考
之
、
高
粱
最
先
、
粟
次
之
、
黍
伺
又
次
之
。
然
則

首
種
者
高
粱
也
」
と
述
べ
、「
首
種
」
は
高
粱
で
あ
る
と
し
、
高
粱
を
も
っ
て

「
稷
」
に
当
て
た
。

高
粱
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
古
物
の
発
見
が
あ
る
。「
一
九
八
〇
年
初
、
在

陝
西
省
長
武
县
碾
子
坡
遺
跡
的
先
周
文
化
層
中
发
现
了
三
〇
〇
〇
年
前
的
炭
化
高

粱
、
経
中
国
科
学
院
植
物
研
究
所
鉴
定
为
未
去
皮
的
高
粱
籽
粒
。
这
样
就
把
高
粱

种
植
的
历
史
大
大
推
前
了
一
歩
。
更
为
珍
贵
的
是
前
述
李
璠
教
授
一
九
八
五
年
和

一
九
八
六
年
在
甘
粛
省
民
乐
县
东
灰
山
发
现
的
五
〇
〇
〇
年
前
的
炭
化
高
粱
、
其

形
状
和
現
代
高
粱
相
同
、
接
近
球
形
。
以
二
〇
粒
平
均
数
计
、
粒
长
三
・
八
毫
米
、

宽
三
・
二
毫
米
、
厚
与
宽
同
」
こ
れ
に
よ
る
と
五
〇
〇
〇
年
前
に
既
に
甘
粛
省
で

高
粱
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
例
を
も
っ
て
、
た

だ
ち
に
高
粱
が
幅
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
古

文
献
で
は
高
粱
は
晋
代
に
な
っ
て
登
場
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
記
録

が
な
い
。
そ
の
こ
と
は
周
代
に
お
い
て
高
粱
が
多
く
食
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
証
し

と
な
る
。

元
代
の
王
禎
『
農
書
』
穀
譜
に
「
薥
黍
、
一
名
高
粱
」
と
あ
り
、
明
代
の
『
本

草
綱
目
』
二
三
穀
部
蜀
黍
に
は
「
時
珍
曰
：
蜀
黍
不
甚
經
見
、
而
今
北
方
最
多

…
…
種
始
自
蜀
、
故
謂
之
蜀
黍
」
と
あ
る
。
晋
代
の
張
華
（
二
三
二
～
三
〇
〇
）

の
『
博
物
志
』
二
に
「
荘
子
曰
、
地
三
年
種
蜀
黍
、
其
後
七
年
多
蛇
」
と
あ
る
の

が
中
国
で
の
文
献
の
初
出
で
、
蜀
黍
す
な
わ
ち
高
粱
は
四
書
五
経
に
は
見
え
な
い
。

篠
田
統
に
よ
れ
ば
「
高
粱
酒
と
い
う
世
界
に
め
ず
ら
し
い
固
形
醸
造
の
技
術
、
な

ら
び
に
で
き
た
酒
精
飲
料
を
さ
ら
に
蒸
留
し
て
そ
の
酒
精
濃
度
を
た
か
め
る
と
い

う
手
法
（
す
な
わ
ち
ア
ラ
キ
の
製
造
）、
こ
の
二
つ
の
技
術
の
分
布
と
伝
播
か
ら

み
て
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
が
南
路
、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
を
へ
て
、
そ
の
年
代
も
だ
い
ぶ

お
そ
く
元
代
に
─
た
ぶ
ん
ク
ビ
ラ
イ
の
南
征
と
前
後
し
て
─
西
南
か
ら
伝
来

し
た
も
の
か
ん
が
え
た
」
と
あ
る
。
五
〇
〇
〇
年
前
の
高
粱
が
甘
粛
省
で
発
見
さ

れ
て
い
る
の
で
こ
の
記
述
は
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
高
粱
酒
の
用
法
が
高
粱

の
種
と
と
も
に
元
代
に
持
ち
込
ま
れ
高
粱
の
栽
培
が
普
及
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
元
代
の
『
農
桑
輯
要
』
巻
二
薥
黍
に
「
務
本
新
書
」
か
ら
の

引
用
と
し
て
「
薥
黍
宜
下
地
。
春
月
早
種
、
省
工
収
多
、
耐
用
、
人
食
之
餘
、
擸

（
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碎
多
拌
麩
穅
、
以
飼
五
牸
外
…
…
」
と
あ
り
、
元
代
に
い
た
っ
て
薥
黍
す
な
わ
ち

高
粱
の
農
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も

周
代
に
高
粱
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
稷
が
高
粱
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
高
粱
が
民
に
広
く
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
程
瑶
田
の
「
稷
＝
高
粱
」
説
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
容
認
し
が
た
い
。

「
稷
」「
禾
」「
黍
」
の
播
種
に
つ
い
て
以
下
検
討
し
、
稷
の
「
首
種
」
の
意
味
を

再
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

『
管
子
』
書
に
「
日
至
七
十
日
、
陰
凍
釋
而
藝
稷
。
百
日
不
藝
稷
」
と
あ
る
。
程

瑶
田
の
『
九
穀
考
』
に
よ
る
と
「
管
氏
書
日
至
七
十
日
藝
稷
之
説
言
之
、
日
之
七

十
日
、
乃
八
九
之
末
、
今
之
正
月
也
」
と
あ
り
、『
管
子
』
で
は
正
月
中
に
い
ち
早

く
稷
を
藝
え
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
程
瑶
田
は
こ
の
記
述
を
も
っ
て
高
粱
を
首

種
に
当
て
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
漢
代
の
緯
書
『
尚
書
考
霊
曜
』
に
「
春
、
鳥
星
昏

中
、
可
以
種
稷
」
と
あ
り
、
ま
た
『
尚
書
大
傳
』・『
淮
南
子
』
九
主
術
訓
・『
説
苑
』

一
八
辨
物
に
は
「
張
昏
（
而
）
中
、
可
以
種
穀
」
と
あ
り
、
漢
の
高
誘
の
註
に
「
三

月
昏
張
星
中
于
南
方
。
張
、
南
方
朱
鳥
之
宿
也
」
と
あ
る
。『
尚
書
考
霊
曜
』
で
は

陰
暦
三
月
に
稷
を
藝
え
、『
尚
書
大
傳
』・『
淮
南
子
』
で
は
陰
暦
三
月
に
穀
を
藝
え

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
み
る
と
穀
す
な
わ
ち
ア
ワ
と
稷
の
播
種
は
陰
暦
三

月
と
さ
れ
て
い
る
。『
説
文
』
七
上
「
稱
」
の
項
に
「
春
分
而
禾
生
」
と
あ
る
。
ま

た
「
禾
」
の
『
説
文
』
七
上
に
「
嘉
穀
也
。
二
月
始
生
、
八
月
而
孰
」
と
あ
り
、

「
禾
」
の
播
種
が
二
月
始
と
記
述
さ
れ
る
。

一
方
「
黍
」
に
つ
い
て
み
る
と
、「
黍
」
は
『
説
文
』
七
上
で
「
禾
属
而
黏
者
也
、

以
大
暑
而
穜
、
故
謂
之
黍
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
程
瑶
田
の
『
九
穀
考
』
に

は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
伏
生
尚
書
大
傳
、
淮
南
、
劉
向
説
苑
皆
云
。

（

）
３８

（

）
３９

大
火
中
種
黍
菽
。
而
呂
氏
春
秋
則
云
。
日
至
樹
麻
與
菽
。
麻
正
伺
之
誤
。
又
夏
小

正
五
月
初
昏
大
火
中
種
黍
菽
糜
。
糜
字
因
下
文
誤
衍
。
諸
書
皆
言
種
黍
以
夏
至
。

説
文
獨
言
以
大
暑
」
す
な
わ
ち
、『
説
文
』
の
黍
の
播
種
が
大
暑
（
陰
暦
六
月
下

旬
）
に
な
っ
て
お
り
、
諸
書
は
夏
至
（
陰
暦
五
月
下
旬
）
播
種
と
一
ヶ
月
の
ず
れ

が
あ
り
、『
説
文
』
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。
段
注
は
「
許
書
經
轉
寫
妄
増
一
字
耳
。

以
暑
種
故
謂
之
黍
。
猶
二
月
生
、
八
月
孰
得
中
和
故
謂
之
禾
。
皆
以
畳
韵
訓
釋
」

と
述
べ
る
。「
黍
」
と
「
暑
」、「
和
」
と
「
禾
」
の
「
畳
韵
訓
釋
」
を
い
う
も
の
で
、

そ
の
た
め
現
実
の
播
種
と
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

見
る
と
「
二
月
始
生
、
八
月
而
孰
」
と
さ
れ
る
「
禾
」
と
同
様
に
、『
管
子
』
の

「
日
至
七
十
日
、
陰
凍
釋
而
藝
稷
」
も
無
理
や
り
正
月
と
稷
の
播
種
を
あ
わ
せ
た

も
の
で
現
実
的
な
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。『
尚
書
考
霊
曜
』
で
見
る
よ
う
に

稷
の
播
種
が
陰
暦
三
月
で
あ
る
と
い
う
の
が
自
然
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考

え
る
と
陰
暦
三
月
播
種
の
稷
と
穀
、
春
分
播
種
の
禾
が
大
筋
で
重
な
っ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
首
種
は
禾
で
あ
り
、
稷
は
禾
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

③
「
五
穀
之
長
」
た
る
「
稷
」
の
最
大
の
意
義
に
つ
い
て

稷
の
「
五
穀
之
長
」
に
つ
い
て
思
う
に
、
い
っ
た
い
稷
の
他
の
穀
物
に
勝
る
長

所
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
首
種
だ
け
で
あ
る
の
か
。「
五
穀
之
長
」
と

言
う
限
り
は
決
し
て
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。「
五
穀
之
長
」
の
「
長
」
に
は
首
種
に

み
る
長
の
意
味
の
ほ
か
に
「
天
地
使
我
長
百
獣
」
に
み
る
長
（
お
さ
）
の
意
味
が

あ
る
。
む
し
ろ
「
五
穀
之
長
」
と
い
う
限
り
は
こ
の
意
味
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い

と
思
わ
れ
る
。「
稷
」
の
文
献
上
の
記
述
を
検
討
し
、
稷
の
「
五
穀
之
長
」
に
つ
い

て
再
考
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（

）
４０

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て
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「
稷
」
に
つ
い
て
『
儀
禮
』
聘
禮
に
「
米
百
筥
、
設
於
中
庭
、
十
以
為
列
。
黍
粱

稲
皆
二
行
、
稷
四
行
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
粱
」
に
つ
い
て
段
注
「
粗
」

の
項
に
「
左
傳
、
粱
則
無
矣
、
麤
則
有
之
、
麤
對
粱
而
言
、
稷
之
謂
也
」
と
あ
る
。

「
麤
」
は
『
説
文
』
十
上
に
「
行
超
遠
也
」
と
あ
り
、
段
注
に
「
鹿
善
驚
躍
、
故

从
三
鹿
、
引
伸
之
為
鹵
莽
之
偁
。
篇
、
韵
云
、
不
精
也
、
大
也
、
疏
也
。
皆
今
義

也
。
俗
作
麁
、
今
人
壇
用
粗
。
粗
行
而
麤
廢
矣
」
と
あ
り
、
段
注
「
粗
」
の
項
に

「
麤
即
粗
…
…
稷
與
黍
稲
粱
挍
、
則
稷
爲
粗
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
麤
」
は
粗

食
で
あ
る
稷
を
意
味
す
る
。「
粱
」
は
段
注
に
「
禾
之
米
則
曰
粱
、
自
糲
以
至
於
侍

御
皆
粱
也
」
と
あ
り
、
侍
御
が
天
子
に
仕
え
る
役
人
で
あ
る
ら
し
い
が
こ
れ
で
は

意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。「
侍
御
」
に
つ
い
て
段
注
「
粲
」
の
項
に
「
禾
黍
米
至
於

侍
御
、
稲
米
至
於
粲
、
皆
精
之
至
矣
」
と
あ
り
、
粱
が
上
質
な
禾
の
米
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
粱
は
精
、
稷
は
不
精
す
な
わ
ち
「
麤
」
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

「
稷
」
に
つ
い
て
『
儀
禮
』
昏
禮
に
「
婦
饋
舅
姑
、
有
黍
無
稷
」
と
あ
る
。
ま
た

『
詩
經
』
周
頌
良
耜
に
「
我
來
瞻
女
、
載
筐
及
…
…
其
餉
伊
黍
」
と
あ
り
、
そ
の

鄭
箋
に
「
豐
年
之
時
、
雖
賤
者
猶
食
黍
」
と
あ
り
、
孔
頴
達
の
疏
に
「
賤
者
當
食

稷
耳
。
故
云
豊
年
之
時
、
雖
賤
者
猶
食
黍
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
黍
が
稷
よ
り
高

貴
な
穀
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
管
子
』
二
十
四
輕
重
己
に
「
黍
者
穀

之
美
者
也
」
と
あ
り
、『
儀
禮
』
牲
特
饋
食
禮
の
鄭
玄
の
注
に
「
稷
雖
五
穀
之
長
、

不
如
黍
之
美
」
と
あ
る
。
ま
た
程
瑶
田
の
『
九
穀
考
』
に
「
凡
經
言
疏
食
者
稷
食

也
。
論
語
疏
食
菜
羹
、
即
玉
藻
之
稷
食
菜
羹
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
稷
は
賤
し

き
民
衆
が
食
す
る
粗
食
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
黍
は
美
味
で
高
貴
な
食
べ
も
の

で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

穀
物
に
お
け
る
貴
と
賤
は
王
と
民
衆
を
分
か
つ
対
比
で
あ
り
、
稷
は
王
な
い
し

貴
族
の
食
す
る
黍
や
粱
に
対
す
る
対
極
的
な
穀
物
と
し
て
民
衆
の
疏
食
な
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
稷
は
主
食
と
し
て
多
く
の
民
を
養
う
に
足
る
収
穫
量
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
稷
の
「
五
穀
之
長
」
た
る
最
大
の
意
義
は
、
こ
の
よ
う
に
疏
食
と

し
て
民
を
養
い
国
家
を
支
え
る
と
い
う
収
穫
量
の
多
さ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
稷
」
は
「
禾
」（
ア
ワ
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
「
稷
」
が
程
瑶
田
の
言
う
高
粱
で
あ
り
、
あ
る
い
は
も
し
『
本
草
綱
目
』

に
い
う
黍
種
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
周
代
に
民
の
食
と
し
て
の
収
穫
量
に
適
う
も

の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

稷
の
祭
祀
を
見
る
と
、
周
公
に
発
し
た
と
さ
れ
る
禮
樂
思
想
と
の
整
合
性
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
禮
楽
思
想
の
中
心
と
な
る
「
禮
」
と
「
樂
」
と
「
和
」
に
つ

い
て
語
っ
た
言
葉
に
「
樂
者
天
地
之
和
也
、
禮
者
天
地
之
序
也
、
和
故
百
物
皆
化
、

序
故
群
物
皆
別
、
樂
由
天
作
、
禮
以
地
制
」（『
禮
記
』
樂
記
）
と
あ
る
。
君
子
の

最
も
重
大
な
役
割
は
禮
に
よ
る
天
地
の
秩
序
の
実
現
と
樂
に
よ
る
天
地
の
調
和
で

あ
る
。「
夫
樂
者
樂
也
、
人
情
之
所
不
能
免
也
。
樂
必
發
於
聲
音
、
形
於
動
静
、
人

之
道
也
」（『
禮
記
』
樂
記
）
と
あ
り
、
こ
の
中
の
「
夫
れ
樂
（
が
く
）
は
樂
（
ら

く
）
な
り
」
と
い
う
表
現
を
見
る
と
、
も
と
も
と
音
楽
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た

樂
（
が
く
）
が
楽
し
み
を
意
味
す
る
樂
（
ら
く
）
に
意
味
が
伸
張
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
樂
」
と
い
う
言
葉
を
以
っ
て
、
音
楽
の
調
和
が
人
の
心
の
調
和
に
引

伸
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
禮
樂
思
想
の
特
徴
が
あ
る
。

「
龢
」
は
甲
骨
文
で
「
誤
」、
金
文
で
は
「

」、
小
篆
で
は
「

」
で
あ
る
。

「
禾
」
と
「
龠
」
の
合
文
に
な
っ
て
い
る
。「
龠
」
は
甲
骨
文
で
「
河
」
で
あ
り
、

『
説
文
』
二
下
に
「
樂
之
竹
管
、
三
孔
、
自
和
衆
聲
也
」
と
説
明
さ
れ
も
と
楽
器

の
象
形
で
あ
る
が
、
引
伸
し
て
民
衆
の
精
神
的
な
調
和
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
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れ
て
い
る
。「
龢
」
字
に
「
龠
」
を
含
む
の
は
恐
ら
く
殷
代
か
ら
の
穀
物
祭
祀
に
お

い
て
樂
器
の
「
龠
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
説
文
』
五
上
に
「
盉
、

調
味
也
」、
段
注
に
「
調
聲
曰
龢
。
調
味
曰
盉
」
と
あ
り
、「
禾
」
に
調
和
の
意
味

が
認
め
ら
れ
る
。「
禾
」
は
『
説
文
』
七
上
に
「
嘉
穀
也
、
以
二
月
始
生
、
八
月
而

孰
、
得
之
中
和
、
故
謂
之
禾
」
と
あ
り
、「
和
、
禾
疊
韻
」（
段
注
）
と
訓
釋
さ
れ
、

中
和
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
。「
稷
」
＝
「
禾
」
で
あ
る
こ
と
と
「
禾
」
が
中
和

の
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
禮
樂
思
想
と
稷
信

仰
に
は
同
じ
志
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。
周
代
の
禮
樂
思
想
は
秩
序
と
調
和
と
い
う

二
つ
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
秩
序
と
は
身
分
の
確
立
と
そ
の
政
治
の
実
施
で

あ
り
一
方
で
国
家
と
民
の
調
和
が
必
要
と
さ
れ
る
。
稷
祭
祀
は
周
の
祖
先
信
仰
を

柱
と
し
、
一
方
で
疏
食
と
し
て
の
稷
は
民
衆
の
食
を
ま
か
な
う
収
穫
量
の
大
き
さ

を
持
ち
、
民
衆
の
田
正
と
し
て
の
信
仰
を
内
包
し
て
い
る
。
周
は
稷
祭
祀
に
よ
っ

て
国
家
と
民
衆
の
調
和
を
信
仰
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

３
─
３

穀
物
と
し
て
の
「
稷
」
に
つ
い
て

「
稷
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
穀
物
で
あ
る
か
は
『
説
文
』
に
は
書
か
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
本
論
で
再
々
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
穀
物
と
し
て
の
「
稷
」
は

「
禾
」
を
指
す
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
「
禾
」
と
「
呆
」
の
義
に
つ
い
て
考

察
し
、「
稷
」
の
穀
物
と
し
て
の
実
態
を
更
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

「
禾
」
は
『
説
文
』
七
上
に
「
嘉
穀
也
、
以
二
月
始
生
、
八
月
而
孰
」
と
あ
る
。

「
以
二
月
始
生
、
八
月
而
孰
」
は
ア
ワ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
穀
」
は
『
説
文
』
七

上
に
「
穀
、
續
也
、
百
穀
之
總
名
也
」、「
粟
」
は
『
説
文
』
七
上
に
「
孔
子
曰
、

粟
之
爲
言
續
也
」
と
あ
り
、「
續
」
は
疊
韻
の
「
粟
」
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
は
限
定

（

）
４１

さ
れ
た
穀
種
で
あ
ろ
う
か
ら
ア
ワ
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
米
」
は
『
説
文
』
七
上

に
「
粟
實
也
、
象
禾
黍
之
形
」
と
あ
る
。「
粱
」
は
も
と
「
呆
」
字
で
あ
り
、『
説

文
』
七
上
に
「
禾
米
也
」
と
あ
り
、
段
注
に
「
上
文
粟
與
米
皆
兼
禾
黍
言
。
粱
則

専
爲
禾
米
、
故
別
言
之
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
粟
」
は
禾
黍
の
米
の

総
称
、「
粱
」
は
「
禾
米
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。「
粟
」
は
甲
骨
文
字
「

」

の
形
象
で
見
る
限
り
単
種
の
ア
ワ
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
狭
義
で
は
禾
米
に
な
り

更
に
広
義
で
は
禾
黍
の
米
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
本
草
綱
目
』
二
三
穀

部
「
粟
」
の
釋
名
に
「
古
者
以
粟
爲
黍
稷
粱
秫
之
總
称
稱
。
而
今
之
粟
在
古
但
呼

爲
粱
。
後
人
乃
専
以
粱
之
細
者
名
粟
」
と
あ
る
。「
禾
」「
穀
」「
粟
」「
粱
」
は
原

初
の
意
味
は
上
述
の
『
説
文
』
の
通
り
だ
が
、
そ
の
後
に
そ
れ
ら
が
禾
穀
の
代
表

種
で
あ
る
ア
ワ
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
ア
ワ
を
指
す
最
も
古
い

語
は
「
禾
」
と
「
粟
」
で
あ
る
。
穀
・
粱
は
も
と
も
と
禾
の
實
の
部
分
を
言
う
語

で
、
現
在
我
々
が
稲
の
こ
と
を
米
と
言
う
よ
う
に
食
さ
れ
る
形
に
近
い
の
で
そ
れ

が
穀
名
の
ア
ワ
を
意
味
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
穀
名
と
し
て
の

「
稷
」
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
次
の
よ
う
に
な
る
。
最
初
ア
ワ
種
の
い
く
つ
か
の

穀
物
が
「
禾
」
と
言
う
字
で
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
穀
物
種
の

ア
ワ
は
「
粟
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
に
は
「
穀
」「
粱
」
更
に
は
「
稷
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
ア
ワ
種
が
そ
の
後
に
細
分
化
さ
れ
て
認
識
さ
れ
、
稷
と
粱
は
別
種

の
も
の
と
し
て
そ
の
概
念
を
変
容
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
稷
は
粗
食
・
民
の
も
の
と
さ
れ
る
通
念
的
な
見
方
に
よ
り
、

上
質
で
精
な
る
美
味
の
米
た
る
粱
と
義
を
分
か
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
本
草
綱
目
』
に
い
う
「
後
人
乃
專
以
粱
之
細
者
名
粟
」
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
オ
ア

ワ
を
粱
と
し
コ
ア
ワ
を
粟
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時
と
と
も
に
意
味
の
変
容

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

二
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が
あ
る
け
れ
ど
も
、「
粱
」
の
原
初
の
意
味
は
「
禾
」
で
あ
る
。

時
代
的
な
推
移
の
中
で
ア
ワ
・
キ
ビ
類
の
穀
物
の
名
称
が
更
に
細
分
化
さ
れ
て

い
き
、
そ
の
過
程
で
穀
物
と
し
て
の
稷
の
正
体
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
周
が
衰
え
東
周
の
時
代
に
な
っ
た
と
き
、
社
稷
の
祭
祀
も
衰
え
を
見
せ
る
。

名
前
の
み
社
稷
と
し
て
土
地
と
穀
物
を
信
仰
し
て
い
る
が
、
周
の
祖
と
し
て
の
后

稷
へ
の
祭
祀
の
意
味
が
周
王
と
そ
の
周
辺
以
外
に
は
廃
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
伴
っ
て
穀
物
名
と
し
て
の
「
稷
」
の
概
念
も
変
容
し
、
や
が
て
は
「
粟
」
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
周
か
ら
戦
国
時
代
の
文
献
の
中
で
「
黍
稷
」

の
語
が
減
じ
て
「
菽
粟
」
の
語
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
そ
の
事
情
が

う
か
が
わ
れ
る
。

３
─
４
「
稷
」
の
義
に
つ
い
て
の
ま
と
め

以
上
、「
稷
」
の
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
殷
代
に
甲
骨
文
字
「
稷
」「
巵
」「
秶
」
の
存

在
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

②
后
稷
の
伝
説
が
周
代
に
創
ら
れ
、
稷
祭
祀
は

穀
物
の
豊
穣
と
周
の
祖
先
后
稷
を
祭
祀
す
る

意
味
を
有
し
た
。
一
方
で
「
稷
」
は
「
五
穀

之
長
」
と
し
て
現
実
の
穀
物
の
代
表
種
を
意

味
し
た
。

③
穀
物
と
し
て
の
「
稷
」
は
「
禾
」
す
な
わ
ち

ア
ワ
を
意
味
す
る
。

④
稷
祭
祀
は
周
の
祖
先
信
仰
を
柱
と
し
、
一
方
で
疏
食
と
し
て
の
「
稷
」
は
民
衆

の
食
を
ま
か
な
う
収
穫
量
の
多
さ
が
あ
り
、
民
衆
の
田
正
と
し
て
の
信
仰
を
内

包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
周
は
稷
祭
祀
に
よ
っ
て
国
家
と
民
衆
の
調
和
を
信
仰

の
中
に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
「
稷
」
と
い
う
概
念
が
周
代
独
自
の
思
想
に
よ

っ
て
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
殷
代

で
は
前
述
し
た
「
畯
」
の
民
間
的
な
祭
祀
や
「
土
（
社
）」
と
「
受
○
年
」
や
「
登

○
」
に
よ
る
豊
穣
祈
願
が
周
代
の
社
稷
の
前
段
階
と
し
て
存
し
た
の
で
あ
る
。

４
「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

殷
代
に
「
稷
」
字
が
存
在
し
た
と
す
る
の
に
は
次
の
よ
う
な
説
話
が
根
拠
の
一

つ
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
共
工
氏
有
子
曰
句
龍
爲
后
土
此
二
祀
也
、

后
土
爲
社
、
稷
田
正
也
、
有
烈
山
氏
之
子
曰
柱
爲
稷
、
自
夏
以
上
祀
之
。
周
亦
爲

稷
、
自
商
以
来
祀
之
」（『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
九
年
）
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

こ
の
中
の
「
自
商
以
来
祀
之
」
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
周
の
始
祖
后
稷
を
殷
が

祭
祀
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
殷
代
に
稷
を
祭
っ
た
甲
骨
文
・
殷
金
文

の
記
述
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
先
述
し
た
陝
西
岐
山
鳳
雛
村
発
現
周
初
甲
骨
文

の
中
で
周
人
が
殷
祖
湯
を
祭
祀
し
た
こ
と
か
ら
も
「
自
商
以
来
祀
之
」
は
不
自
然

と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
「
３
─
１

后
稷
の
伝
承
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
清
代
の
金
鶚
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
こ
の
記
述
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
后
稷
既
爲
周
之
大
祖
、
推
以
配
天
、
乃
又

配
食
於
稷
、
以
爲
田
神
。
且
使
天
下
之
人
皆
得
祭
之
、
褻
慢
其
祖
甚
矣
。
此
必
非

周
時
之
制
也
。
蓋
商
湯
以
棄
易
柱
、
至
周
武
王
、
又
當
以
柱
易
棄
。
迨
東
遷
以
降
、

二
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至
魯
襄
昭
之
世
、
王
室
衰
微
已
甚
。
列
國
不
知
尊
王
、
其
國
稷
或
有
仍
祀
棄
者
故
」

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
要
約
す
る
と
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一
に
、

田
神
は
周
以
前
の
祭
祀
で
あ
り
、
民
間
の
祭
祀
で
あ
る
田
神
と
后
稷
を
混
同
す
る

の
は
周
祖
を
褻
慢
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
二
に
、
殷
代
は
柱
を
祭
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
棄
す
な
わ
ち
后
稷
を
祭
っ
た
の
は
周
の
武
王
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

三
に
、
東
遷
以
後
王
室
が
す
で
に
衰
微
し
列
国
が
周
王
を
尊
ぶ
こ
と
を
し
な
く
な

っ
た
が
、
な
お
稷
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。「
自
商
以
来
祀
之
」
の

「
之
」（
稷
）
は
殷
代
の
一
般
的
な
土
地
と
穀
物
の
祭
祀
を
周
代
に
出
来
た
后
稷

神
話
を
加
上
し
て
語
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
実
際
は
田
正
信
仰
を
い
う
。
そ

の
理
由
は
文
中
に
「
稷
田
正
也
」（『
春
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
九
年
）
と
あ
り
、
こ

の
田
正
こ
そ
が
周
の
社
稷
以
前
の
農
耕
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

我
々
が
現
在
見
出
し
う
る
「
禾
＋
畟
」
の
形
を
有
す
る
稷
の
最
も
古
い
文
字
は

『
説
文
』
中
に
見
ら
れ
る
古
文
の
「

」
で
あ
る
。「
稷
」
は
古
く
『
詩
經
』
大
雅

生
民
什
に
「
后
稷
」
の
名
で
見
え
、『
詩
經
』
國
風
王
風
に
「
彼
黍
離
離
、
彼
稷
之

苗
」「
彼
黍
離
離
、
彼
稷
之
穗
」「
彼
黍
離
離
、
彼
稷
之
實
」
と
あ
り
、
穀
名
と
し

て
見
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
詩
經
』
の
成
立
時
に
は
「
稷
」
字
が
存
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
稷
」
字
の
古
文
の
右
旁
「
衲
」
が
「
鬼
」
字
で
あ
る
こ
と

は
先
述
し
た
。
こ
の
「
鬼
」
字
に
つ
い
て
池
田
末
利
は
「
未
開
社
会
に
お
い
て
死

者
に
対
す
る
儀
禮
は
、
多
く
の
ば
あ
い
氏
族
的
・
部
族
的
な
集
団
行
事
で
あ
っ
て
、

こ
の
點
死
者
祭
祀
と
部
族
的
祖
先
崇
拜
と
は
實
質
的
に
は
差
異
な
き
も
の
と
考
え

て
誤
り
な
い
。
元
来
、
死
者
を
意
味
す
る
鬼
が
祖
先
神
の
義
に
用
い
ら
れ
る
所
以

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
古
代
中
国
に
お
け
る
鬼
の
意
味
を
「

」
字
と
考
え

合
わ
せ
る
な
ら
、「

」
字
は
穀
物
神
の
信
仰
と
祖
先
崇
拝
が
二
重
構
造
に
な
っ

（

）
４２

（

）
４３

（

）
４４

（

）
４５

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
周
の
始
祖
后
稷
に
対
す
る
信
仰
は
周

の
王
室
の
祖
先
祭
祀
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
周
代
に
な
っ
て
「
稷
」
字
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
以
前
か
ら
あ
る
民
間
信
仰
の
「
畟
」（
田
神
）
を
「
稷
」
に
替

え
た
の
で
あ
る
。
民
衆
的
な
畟
の
祭
祀
と
周
王
朝
の
后
稷
と
を
同
一
概
念
の
中
に

含
ま
せ
、
国
家
的
に
統
一
さ
れ
た
穀
物
神
の
信
仰
認
識
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。「
稷
」
は
周
代
に
社
稷
と
し
て
土
地
神
で
あ
る
「
社
」
と
と
も
に
祭

ら
れ
た
。
殷
代
の
祭
祀
と
の
違
い
は
周
の
始
祖
と
さ
れ
る
后
稷
を
社
稷
の
中
に
含

め
祖
先
神
の
信
仰
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
稷
」
字
は
周
代
の
社

稷
祭
祀
の
成
立
と
と
も
に
造
字
さ
れ
た
文
字
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
旡
」（
畟
）
の
概
念
は
前
述
し
た
甲
骨
文
「
畯
」
に
見
ら
れ
る
殷
代
に
お
け
る

民
衆
的
な
農
耕
神
と
同
じ
で
あ
る
。
周
代
に
な
っ
て
「
旡
」（
畟
）
に
「
禾
」
を
付

し
て
周
の
穀
物
神
と
し
た
の
が
「
俸
」（
稷
）
字
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
旡
」

（
畟
）
は
穀
物
全
般
に
わ
た
る
民
衆
の
穀
物
神
で
あ
り
、「
俸
」（
稷
）
は
后
稷
の

観
念
を
加
え
た
国
家
的
な
穀
物
神
で
あ
る
。「
俸
」
字
は
形
声
文
字
と
み
な
さ
れ

る
が
、
左
偏
の
「
禾
」
は
よ
り
重
い
意
味
を
表
わ
す
。「
禾
」
と
「
旡
」
は
恐
ら
く

会
意
的
に
意
味
が
重
ね
ら
れ
た
文
字
で
あ
ろ
う
。「
稷
」
字
に
は
、
后
稷
と
田
正

と
穀
物
と
し
て
の
「
稷
」
＝
「
禾
」（
こ
の
場
合
に
は
穀
物
の
総
称
を
意
味
す
る
禾

と
ア
ワ
を
意
味
す
る
禾
の
両
義
を
含
む
）
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

「
巵
」
は
『
説
文
』
七
上
に
「
巵
稷
也
」
と
あ
り
、「
稷
」
の
『
説
文
』
七
上

「
稷
巵
也
」
と
互
訓
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
説
文
』
に
「

、
巵
、
或
从
次
作
」

と
あ
り
、「

」
と
も
書
か
れ
る
。「
齊
」
は
甲
骨
文
「
聽
」
に
作
り
、『
説
文
』
七

上
に
「
禾
麥
吐
穗
上
平
也
」
と
あ
る
。『
論
語
』
述
而
に
「
子
之
所
愼
、
齊
戦
疾
」

と
あ
り
、
そ
の
『
皇
侃
義
疏
』
に
「
齊
者
先
祭
名
也
、
將
欲
祭
祀
則
先
散
齊
七
日

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

二
八



致
齊
三
日
也
、
齊
之
言
齊
也
、
人
心
有
欲
散
漫
不
齊
、
故
將
接
神
先
自
寧
靜
變
食

遷
坐
以
自
齊
潔
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
齊
」
は
祖
先
祭
祀
の
た
め
の
潔

斎
で
あ
る
。
ま
た
「
齊
」
に
つ
い
て
于
省
吾
は
「
聽
即
齊
、
讀
爲
齍
。
詩
甫
田
：

軸
雫

宍
宍
宍
宍
宍

『
以
我
齊
明
、
以
社
以
方
』
傳
：『
器
實
曰
齊
、
謂
黍
稷
也
』
則
兼
具
粢
、
于
此
可

軸
雫

宍

見
祭
社
祀
典
之
隆
矣
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
「
齊
」
に
は
祖
先

祭
祀
や
穀
物
祭
祀
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
齍
」
は
「
齊
」
に
「
皿
」
を

加
え
た
文
字
で
、『
説
文
』
五
上
に
「
黍
稷
器
、
所
以
祀
者
」
と
あ
り
、
殷
代
の
穀

物
祭
祀
で
あ
っ
た
「
齊
」
に
祭
祀
の
器
の
「
皿
」
を
加
え
た
文
字
で
あ
る
。

「
巵
」
字
は
古
く
か
ら
続
い
て
い
た
穀
物
祭
祀
を
表
わ
す
語
で
あ
る
「
齊
」「
齍
」

を
元
字
に
し
て
造
ら
れ
た
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
造
字
者
は
「
巵
」
字
の

創
作
に
一
体
何
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
説
文
』
に
お
い
て
「
稷
」
字
と
「
巵
」
字
が
互
訓
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
前
述

し
た
。「
稷
」
の
成
立
後
「
稷
」
字
を
従
来
か
ら
存
す
る
「
齍
」
字
と
互
訓
と
し
な

か
っ
た
の
は
、「
齍
」
字
を
も
っ
て
「
稷
」
字
を
十
分
説
明
し
き
れ
な
い
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
「
稷
」
字
と
共
通
項
の
「
禾
」
を
要
素
と
し
て
も
つ

「
巵
」
字
を
作
り
、「
稷
」
字
を
説
明
す
る
の
に
必
要
十
分
条
件
を
満
た
す
文
字
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
両
字
を
互
訓
と
し
た
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
新
出
の
「
稷
」
字
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
既
に
存
し
た
「
齊
」「
齍
」
な

る
字
の
意
味
を
引
い
て
「
巵
」
字
を
作
れ
ば
「
齊
＋
禾
」
の
意
味
（
禾
に
対
す
る

穀
物
祭
祀
や
祖
先
祭
祀
の
意
味
）
が
す
ぐ
に
見
え
、
当
時
に
お
い
て
は
「
稷
」
字

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
こ
の
一
字
で
た
ち
ま
ち
に
し
て
明
瞭
に
把
握
さ
れ
得
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

穀
名
と
さ
れ
る
「
秶
」
字
の
成
り
立
ち
は
「
次
＋
禾
」
で
、
文
字
通
り
「
禾
」

（

）
４６

（

）
４７

を
意
味
し
聲
が
「
次
」
で
あ
り
、
穀
物
名
と
し
て
の
稷
と
同
音
、
同
意
を
も
っ
て

稷
を
意
味
す
る
字
で
あ
ろ
う
。
段
注
「
巵
」
の
項
に
「
毛
曰
、
器
實
曰
齍
。
而
左

傳
、
禮
記
皆
作
秶
盛
。
是
可
證
齍
秶
之
同
字
。
穀
名
曰
秶
。
用
以
祭
祀
則
曰
齍
」

と
あ
り
、「
齍
」
と
「
秶
」
が
も
と
も
と
同
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
「
秶
」
字
は
多
重
的
な
意
味
を
宿
し
た
「
稷
」
概
念
の
中
か
ら
整
理
さ
れ

て
、
穀
名
及
び
そ
の
発
音
を
表
す
語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
段
注
「
齍
」
の

項
に
「
考
毛
詩
甫
田
作
齊
、
亦
作
齍
。
用
古
文
。
禮
記
作
秶
盛
、
用
今
文
。
是
則

齍
秶
為
古
今
字
憭
然
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
齍
」
が
古
く
、「
秶
」
が
新
出
の
文

字
で
あ
る
。
先
に
「
齍
」
字
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
稷
」
字
が
成
立
し
、
更
に
そ

の
後
に
「
秶
」
字
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
稷
」「
巵
」「
秶
」
の
各
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
項
が
「
禾
」
で
あ
る
こ
と

が
「
稷
」
＝
「
禾
」
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。「
巵
」
は
穀
物
総
体
を
意

味
す
る
「
禾
」
の
祭
祀
的
側
面
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
秶
」
は
穀
物
種
と
し
て

の
「
禾
」（
ア
ワ
）
の
側
面
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
稷
」
は
そ
の
両
方
の
意
味

を
有
す
る
。「
巵
」「
秶
」
字
は
「
稷
」
字
概
念
の
多
様
化
に
伴
い
「
稷
」
字
成
立

後
ま
も
な
く
創
作
さ
れ
た
文
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

５
「
禝
」
字
に
つ
い
て

先
秦
期
に
左
偏
が
「
示
」、
右
旁
が
「
畟
」
か
ら
な
る
「
禝
」
字
が
考
古
資
料
と

し
て
存
す
る
。
一
つ
は
中
山
王
冥
鼎
に
み
ら
れ
る
「

」
で
あ
る
。
容
庚
の
『
金

文
編
』
に
は
「
稷
、
从
示
、
中
山
王
冥
鼎
、
恐
隕
社
稷
之
光
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
中
山
王
国
は
冥
王
の
時
、
霊
寿
（
河
北
省
平
山
県
三
汲
郷
、
石
家
荘
の
近
く
）

に
都
を
構
え
て
お
り
、
中
山
王
冥
鼎
は
そ
の
王
陵
か
ら
出
土
し
た
。
鼎
の
銘
文
中

（

）
４８

（

）
４９

二
九

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



に
「
隹
十
四
年
」
の
記
載
が
あ
り
、
冥
王
の
在
位
十
四
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
銘
文
中
に
燕
王
噲
と
宰
相
子
之
の
名
が
見
え
、
ま
た
『
戰
国

策
』
燕
策
に
「
燕
王
噲
死
、
齊
大
勝
燕
子
之
亡
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
前
三
一
四
年

と
さ
れ
る
か
ら
冥
王
在
位
十
四
年
は
こ
の
近
く
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
詛
楚

文
中
の
「

」
で
あ
る
。
詛
楚
文
の
成
立
は
郭
沫
若
に
よ
れ
ば
「
今
案
當
以
楚
懐

王
之
説
為
是
、
文
之
作
當
在
楚
懐
王
十
七
年
、
秦
惠
文
王
后
元
十
三
年
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
惠
文
王
十
三
年
は
前
三
二
五
年
と
さ
れ
て
い
る
。
北
宋
時
代
に
陝

西
省
鳳
翔
府
の
祈
念
観
か
ら
出
土
し
た
が
、
今
は
そ
の
写
し
た
文
字
が
宋
代
に
製

作
さ
れ
た
石
板
か
ら
採
っ
た
拓
本
の
形
で
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
郭
沫
若
の

解
釈
に
よ
る
と
「
欲
剗
伐
我
社
稷
、
伐
烕
我
百
姓
…
…
」
と
あ
る
。
中
山
王
冥
鼎

と
詛
楚
文
の
成
立
は
時
間
軸
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
空
間
軸
で
は
中
原
北
方

（
河
北
省
）
と
西
方
（
陝
西
省
）
と
い
う
地
理
的
差
異
が
見
ら
れ
る
。
と
い
う
こ

と
は
戦
国
時
代
末
期
に
中
国
の
東
西
の
幅
広
い
地
域
で
「
禝
」
字
が
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
両
者
と
も
「
社
禝
」
の
語
で
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
禝
」
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。

「
禝
」
は
「
禘
」「
祗
」
に
見
る
よ
う
に
、「
畟
」
の
祭
祀
を
意
味
す
る
形
声
文
字

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
稷
」
が
周
の
国
家
祭
祀

と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
禝
」
字
は
殷
代
か
ら
踏
襲
さ
れ
た
「
畟
」
す

な
わ
ち
民
間
の
田
神
と
当
国
の
祖
先
の
祭
祀
を
併
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
禝
」

字
が
発
見
さ
れ
た
時
代
資
料
が
東
周
末
期
に
な
っ
て
周
が
亡
ぶ
前
に
当
た
る
と
こ

ろ
か
ら
、
周
と
対
立
す
る
あ
る
い
は
疎
遠
な
国
で
は
后
稷
の
祭
祀
が
衰
え
「
禝
」

字
を
使
用
し
た
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
禝
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

周
の
始
祖
后
稷
の
信
仰
を
ふ
く
む
「
稷
」
で
は
な
く
、
自
国
の
祖
先
と
穀
物
の
祭

（

）
５０

（

）
５１

（

）
５２

（

）
５３

祀
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
の
建
国
後
、
諸
侯
国
に
周
の
社
稷
祭
祀
を
強

要
し
た
こ
と
は
充
分
に
想
像
で
き
る
が
、
周
が
衰
え
た
末
期
に
な
る
と
周
王
国
及

び
近
親
国
に
お
い
て
は
「
稷
」
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
が
、
周
の
影
響
を
受
け
な
く

な
っ
た
国
で
は
「
禝
」
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
勢
力
の
分
別
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。お

わ
り
に

周
王
朝
が
国
家
を
統
治
し
調
和
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
思
想
と
し
て
社
稷
制

度
を
打
ち
立
て
た
時
に
、「
稷
」
の
概
念
が
形
成
さ
れ
た
。「
稷
」
字
も
同
時
期
に

創
作
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
后
稷
の
伝
承
を
み
る
と
「
稷
田
正
也
、

有
烈
山
氏
之
子
曰
柱
爲
稷
、
自
夏
以
上
祀
之
。
周
亦
爲
稷
、
自
商
以
来
祀
之
」

（『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
九
年
）
の
よ
う
に
、
あ
た
か
も
周
以
前
か
ら
后
稷
信

仰
が
あ
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
建
国
後
の
周
の
正
統
を
述
べ
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
で
は
事
情
が
違
っ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
の
ひ
と
つ
と

し
て
陝
西
省
岐
山
鳳
雛
村
の
周
の
地
か
ら
一
九
七
七
年
に
発
見
さ
れ
た
甲
骨
文
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
殷
代
に
周
の
地
で
殷
の
湯
を
祭
祀
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

甲
骨
文
字
「
畯
」
に
見
る
古
来
の
田
正
が
民
衆
に
お
け
る
農
耕
神
と
し
て
殷
代

か
ら
存
在
し
た
。「
畯
」（「
畟
」）
に
周
代
に
な
っ
て
后
稷
神
話
が
組
み
入
れ
ら
れ

て
、「
稷
」
字
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
甲
骨
文
字
学
者
に
よ
り
殷
代
に
あ
り

と
さ
れ
た
「
稷
」
字
及
び
稷
を
意
味
す
る
「
巵
」・「
秶
」
字
に
つ
い
て
本
論
で
検

討
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
成
立
根
拠
が
乏
し
い
。
彼
ら
は
田
正
と
稷
の
混
同
を
し
、

穀
物
に
関
わ
る
未
解
読
の
甲
骨
文
字
を
「
稷
」・「
巵
」・「
秶
」
字
に
当
て
た
も
の

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

三
〇



と
思
わ
れ
る
。

稷
は
王
な
い
し
貴
族
の
食
す
る
黍
や
粱
に
対
す
る
対
極
的
な
穀
物
と
し
て
民
衆

の
疏
食
で
あ
る
。
稷
の
「
五
穀
之
長
」
た
る
最
大
の
意
義
は
、
疏
食
と
し
て
民
を

養
い
国
家
を
支
え
る
と
い
う
収
穫
量
の
大
き
さ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
疏

食
た
る
稷
が
民
衆
の
糧
と
し
て
規
定
さ
れ
、
民
衆
の
生
命
基
盤
ひ
い
て
は
精
神
的

調
和
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
稷
は
当
時
収
穫
量
の
多
い
禾

（
ア
ワ
種
）
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
周
は
禾
を
も
っ
て
稷
と
し
た
の

で
あ
る
。

周
代
に
な
り
、
か
つ
て
殷
代
に
あ
っ
た
田
神
の
意
味
を
受
け
継
い
だ
「
旡
」

（
畟
）
字
に
穀
物
総
体
を
意
味
す
る
「
禾
」
を
加
え
、
后
稷
の
先
祖
崇
拝
の
意
味

を
加
上
し
て
創
作
さ
れ
た
文
字
が
「

」
で
あ
ろ
う
。

「
稷
」「
巵
」「
秶
」
の
各
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
項
が
「
禾
」
で
あ
る
こ
と

が
「
稷
」
＝
「
禾
」
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。「
巵
」「
秶
」
も
「
稷
」

字
の
成
立
後
ま
も
な
く
創
作
さ
れ
た
文
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に

は
穀
物
祭
祀
を
意
味
す
る
「
齊
」「
齍
」
が
存
し
た
。「
巵
」
は
「
齊
」「
齍
」
の
意

味
を
引
い
て
「
稷
」
の
祭
祀
的
側
面
を
言
い
表
し
、「
秶
」
は
穀
名
と
し
て
の

「
稷
」
を
表
す
文
字
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
概
念
が
膨
ら
ん
で
把
握
し
に
く
く
な
っ

た
「
稷
」
の
一
側
面
を
説
明
す
る
た
め
の
語
で
あ
ろ
う
。

以
上
、「
稷
」
字
に
つ
い
て
の
論
考
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
稷
」
字
の

成
立
と
義
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
周
に
お
け
る
「
稷
」
概
念
の
い
ろ
い
ろ
な
意

味
を
総
合
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
稷
が
連
鎖
的
に
后
稷
か
ら
穀
名
の
ア
ワ

と
し
て
の
義
に
至
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
周
国
が
創
作
し
た
神
話
で
あ
る
。
そ
の
神
話

を
原
点
に
し
た
社
稷
制
度
に
は
周
の
国
家
思
想
の
中
枢
を
な
す
宗
教
観
・
政
治
観

が
見
え
る
。
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
背
景
の
過
程
に
お
い
て
「
稷
」
字
が
成
立
し
た

こ
と
が
、
本
論
を
通
じ
て
伝
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

註（
１
）
図
１
参
照
。

（
２
）
図
２
参
照
。

（
３
）
陳
邦
懐
『
殷
墟
書
契
考
釋
小
箋
』（
民
国
一
四
）
一
五
頁
。

（
４
）
李
孝
定
『
甲
骨
文
字
集
釋
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
（
一
九
六
五
）
二

三
五
二
頁
。

（
５
）
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
研
究
』
弘
前
大
学
理
学
部
中
国
学
研
究
会
（
一
九
五
八
）

一
三
九
頁
。

（
６
）
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
四
川
辞
書
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版
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一
九
八
九
、
五
）
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五
頁
。

（
７
）
同
上
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九
頁
。

（
８
）
陳
夢
家
「
古
文
字
中
之
商
周
祭
祀
」『
燕
京
学
報
』
第
十
九
期
（
民
国
二
五
、
六
）

一
〇
八
頁
。

（
９
）
池
田
末
利
「
中
国
に
お
け
る
祖
神
崇
拝
の
原
初
形
態
─
「
鬼
」
の
本
義
─
」『
中

国
古
代
宗
教
史
研
究
─
制
度
と
思
想
』
東
海
大
学
出
版
会
（
昭
和
五
六
、
二
）
一

八
三
頁
注
３
に
よ
り
（『
殷
墟
書
契
前
編
集
釋
』
巻
四
二
五
頁
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照
）。

（

）
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
七
七
九
頁
。

１０
（

）
于
省
吾
『
甲
骨
文
字
釋
林
』
中
華
書
局
（
一
九
七
九
、
六
）
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四
四
～
二
四
五

１１
頁
。

（

）
商
承
祚
『
殷
墟
文
字
類
編
』
七
巻
（
一
九
二
三
）
八
頁
。

１２
（

）
孫
海
波
『
甲
骨
文
編
』
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

中
華
書
局
、
一
九
六

１３
五
、
九
三
〇
二
頁
。

（

）
陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』
中
華
書
局
（
一
九
八
八
、
一
）
頁
段
注
「
巵
」
の

１４
項
に
「
今
經
典
秶
皆
爲
粢
」
と
あ
り
、「
秶
」
は
後
に
「
粢
」
字
と
し
て
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

（

）
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
一
四
五
四
頁
。

１５
（

）
白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
（
一
九
八
四
、
八
）
六
三
九
頁
「
土
」
の
項
。

１６
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（

）
白
川
静
『
字
統
』
四
二
一
頁
。

１７
（

）
于
省
吾
「
商
代
的
穀
類
作
物
」『
東
北
人
民
大
学
人
文
科
学
学
報
』（
一
九
五
七
、

１８
一
期
）
一
〇
五
頁
。

（

）
陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』
五
二
六
頁
。

１９
（

）
図
３

彭
邦
炯
『
甲
骨
文
農
業
資
料
考
辨
與
研
究
』
吉
林
文
史
出
版
社
（
一
九

２０
九
七
、
一
二
）
七
三
頁
（
一
〇
五
）。

（

）
彭
邦
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甲
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文
農
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資
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究
』
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五
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頁
。

２１
（

）
温
少
峰
・
袁
庭
棟
『
殷
墟
卜
辞
研
究
─
科
学
技
術
篇
』
四
川
省
社
会
科
学
院
出

２２
版
社
（
一
九
八
三
、
一
二
）
一
六
九
頁
。

（

）
上
記
甲
骨
文
字
の
例
は
裘
錫
圭
「
関
於
商
代
的
宗
族
組
織
與
貴
族
和
平
民
兩
個

２３
階
級
的
初
歩
研
究
」（『
文
史
』
第
十
七
輯
中
華
書
局
一
九
八
三
、
六
、
一
五
頁
）

の
中
で
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（

）
陳
夢
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『
殷
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卜
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綜
述
』
五
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六
頁
。

２４
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史
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友
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史
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九
八
九
、
一
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～
四
五

２６
（
甲
骨
文
字
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そ
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模
写

図
４
参
照
）

（
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陝
西
周
原
考
古
隊
「
陝
西
岐
山
鳳
雛
村
発
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初
甲
骨
文
」『
文
物
』
文
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出
版

２７
社
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一
九
七
九
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〇
）
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九
頁
。

（

）
同
上
。
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「
殷
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解
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論
」
中
国
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藝
文
研
究
会
『
學
林
』
第
四
六
・
四
七
號
（
平
成
二
〇
、
三
）
一
五
頁
。

（

）
同
上
、
五
五
頁
。

３０
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）
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史
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究
』
朋
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書
店
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昭
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六
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、
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三
）
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頁
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意
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。

（

）
陳
寿
祺
『
五
經
異
義
疏
證
』（
阮
元
・
王
先
謙
『
皇
清
經
解
』
上
海
書
店
一
九
八

３２
八
、
一
〇
巻
一
二
四
八
）
一
五
四
頁
。

（

）
陳
寿
祺
『
五
經
異
義
疏
證
』
及
び
『
周
禮
注
疏
』
大
宗
伯
に
引
く
。

３３
（

）
白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
（
一
九
八
四
、
八
）
三
九
〇
頁
。

３４
（

）
陳
文
華
『
農
業
考
古
』
文
物
出
版
社
（
二
〇
〇
二
、
二
）
五
三
頁
。

３５
（

）
清
の
錢
煕
祚
輯
『
指
海
』
第
十
集
所
収
。

３６

（

）
篠
田
統
『
中
国
食
物
史
の
研
究
』
八
坂
書
房
（
昭
和
五
三
、
九
）
三
一
頁
。

３７
（

）
当
論
文
「
３
─
２
③

五
穀
之
長
と
し
て
の
稷
の
最
大
の
意
義
に
つ
い
て
」
参

３８
照
。

（

）
天
野
元
之
助
「
中
国
の
黍
稷
粟
梁
考
─
中
国
作
物
史
の
一
齣
─
」『
東
亜
経
済
研

３９
究
』
第
四
集
第
一
号
八
頁
参
考
。

（

）『
戰
國
策
』
楚
策
一
。

４０
（

）
段
注
「
粟
」
の
項
に
「
孔
子
以
疊
韻
爲
訓
也
」
と
あ
る
。

４１
（

）
金
鶚
「
社
稷
考
」『
求
古
録
禮
説
』
巻
九
四
三
頁
。

４２
（

）
当
論
文
五
頁
参
照
。

４３
（

）
二
頁
参
照
。

４４
（

）
同
上
一
八
三
頁
。
宇
野
圓
空
『
宗
教
民
族
学
』
二
三
九
～
二
四
〇
参
照
。

４５
（

）（
梁
）
皇
侃
義
疏
『
論
語
集
解
義
疏
』
巻
四
述
而
七
頁
。

４６
（

）
饒
宗
頤
『
殷
代
貞
卜
人
物
通
考
』
香
港
大
学
出
版
社
（
一
九
五
九
）
一
二
一
頁
。

４７
（

）
図
５
参
照
。
朱
德
熙
・
裘
錫
圭
「
平
山
中
山
王
墓
銅
器
銘
文
的
初
歩
研
究
」『
文

４８
物
』（
一
九
七
九
、
一
）
一
四
頁
。

（

）
容
庚
『
金
文
編
』
中
華
書
局
（
一
九
八
五
、
七
）
五
〇
一
頁
。

４９
（

）
朱
德
熙
・
裘
錫
圭
「
平
山
中
山
王
墓
銅
器
銘
文
的
初
歩
研
究
」『
文
物
』（
一
九

５０
七
九
、
一
）
四
六
頁
。

（

）
図
６
参
照
。「
詛
楚
文
考
釋
」『
郭
沫
若
全
集
』
考
古
編
第
九
巻
科
学
出
版
社

５１
（
一
九
八
二
、
九
）
三
〇
頁
。

（

）
同
上
、
二
八
九
頁
。

５２
（

）
同
上
、
二
九
七
頁
。

５３
参
考
文
献

許
愼
『
説
文
解
字
』
中
華
書
局
（
一
九
六
三
、
一
二
）

段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
（
一
九
八
八
、
二
）

『
十
三
經
注
疏
』
藝
文
印
書
館
（
中
華
民
國
四
四
、
四
）

陳
邦
懐
『
殷
墟
書
契
考
釋
小
箋
』（
民
国
一
四
）

李
孝
定
『
甲
骨
文
字
集
釋
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
五
十
（
一
九
六
五
）

島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
研
究
』
弘
前
大
学
理
学
部
中
国
学
研
究
会
（
一
九
五
八
）

「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

三
二



于
省
吾
・
姚
孝
遂
『
甲
骨
文
字
詁
林
』
中
華
書
局
（
一
九
九
六
、
五
）

于
省
吾
『
甲
骨
文
字
釋
林
』
中
華
書
局
（
一
九
七
九
、
六
）

于
省
吾
「
商
代
的
穀
類
作
物
」『
東
北
人
民
大
学

人
文
科
学
学
報
』（
一
九
五
七
、
一

期
）

松
丸
道
雄
・
高
嶋
謙
一
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覧
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
九
四
、
一

二
）

陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』
中
華
書
局
（
一
九
八
八
、
一
）

陳
夢
家
「
古
文
字
中
之
商
周
祭
祀
」『
燕
京
学
報
』
第
十
九
期
（
民
国
二
五
、
六
）

温
少
峰
・
袁
庭
棟
『
殷
墟
卜
辞
研
究
─
科
学
技
術
篇
』
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社

（
一
九
八
三
、
一
二
）

白
川
静
『
説
文
新
義
』
全
一
五
巻
・
別
巻

五
典
書
院
（
昭
和
四
九
、
七
）

白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社
（
一
九
八
四
、
八
）

高
明
『
古
文
字
類
編
』
中
華
書
局
（
一
九
八
〇
、
一
一
）

徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
四
川
辞
書
出
版
社
（
一
九
八
九
、
五
）

唐
蘭
『
古
文
字
学
導
論
』
太
平
書
局
（
一
九
六
五
、
一
二
）

清
・
阮
元
・
王
先
謙
『
皇
清
經
解

皇
清
經
解
續
編
』
上
海
書
店
（
一
九
八
八
、
一
〇
）

金
鶚
「
社
稷
考
」『
求
古
録
禮
説
』
巻
九

容
庚
『
金
文
編
』
中
華
書
局
（
一
九
八
五
、
七
）

宋
本
『
廣
韻
』
北
京
市
中
国
书
店
（
一
九
八
二
、
六
）

阿
辻
哲
次
『
漢
字
学
─
《
説
文
解
字
》
の
世
界
』
東
海
大
学
出
版
会
（
一
九
八
五
、
三
）

陳
文
華
『
農
業
考
古
』
文
物
出
版
社
（
二
〇
〇
二
、
二
）

篠
田
統
『
中
国
食
物
史
の
研
究
』
八
坂
書
房
（
昭
和
五
三
、
九
）

谷
口
義
介
『
中
国
古
代
社
會
史
研
究
』
朋
友
書
店
（
昭
和
六
三
、
三
）

池
田
末
利
「
中
国
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の
原
初
形
態
─
「
鬼
」
の
本
義
─
」『
中
国
古
代

宗
教
史
研
究
─
制
度
と
思
想
─
』
東
海
大
学
出
版
会
（
昭
和
五
六
、
二
）

天
野
元
之
助
「
中
国
の
黍
稷
粟
梁
考
─
中
国
作
物
史
の
一
齣
─
」『
東
亜
経
済
研
究
』
第

四
集
第
一
号

（
梁
）
皇
侃
義
疏
『
論
語
集
解
義
疏
』
巻
四

高
島
敏
夫
「
殷
末
先
周
期
の
殷
周
関
係
─
周
原
出
土
甲
骨
讀
解
試
論
」
中
国
藝
文
研

究
会
『
學
林
』
第
四
六
・
四
七
號

陝
西
周
原
考
古
隊
「
陝
西
岐
山
鳳
雛
村
発
現
周
初
甲
骨
文
」『
文
物
』
文
物
出
版
社
（
一

九
七
九
、
一
〇
）

朱
德
熙
・
裘
錫
圭
「
平
山
中
山
王
墓
銅
器
銘
文
的
初
歩
研
究
」『
文
物
』（
一
九
七
九
、

一
）

「
詛
楚
文
考
釋
」『
郭
沫
若
全
集
』
考
古
編
第
九
巻

科
学
出
版
社
（
一
九
八
二
、
九
）

三
三

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



「
稷
」
字
の
成
立
と
そ
の
義
に
つ
い
て

三
四

図３ 『甲骨文農業資料考辨與研究』７２頁～７３頁。

図１ 写真

図２ 写真



三
五

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號

図４ 『漢字の歴史』５３頁。

図５ 中山王冥鼎銘文拓本 ２行目の４つ目に「禝」字が見える。

図6 詛楚文模本（秋淵本）２行目の４つ目に「禝」字が見える。


